
潮騒奏でる
恋路の夜明け。 
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●
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友
好
都
市
で
あ
る
中
国
昆こ

ん
ざ
ん山
市
か
ら
、
10
月
17
日
︵
月
︶
～

21
日
︵
金
︶
の
５
日
間
、
中
学
生
10
名
と
引
率
者
５
名
が
田

原
市
を
訪
れ
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
今
回
は
、
市
内
の
中

学
校
で
の
授
業
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
し
た
、
昆
山
市
と
田

原
市
の
中
学
生
の
交
流
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
自
然
豊
か
な
田
原
で
交
流
体
験

　

訪
問
初
日
と
２
日
目
、
昆
山
市
の
一
行
は
蔵
王
山
や

田
原
ま
つ
り
会
館
、
田
原
市
博
物
館
、
恋
路
ヶ
浜
、
伊

良
湖
岬
灯
台
な
ど
を
訪
れ
ま
し
た
。
車
窓
か
ら
見
え
る

キ
ャ
ベ
ツ
畑
の
広
さ
に
驚
い
た
り
、
海
で
波
と
戯
れ
た

り
す
る
な
ど
、
田
原
市
の
自
然
の
美
し
さ
に
感
心
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
赤
羽
根
小
学
校
で
は
６
年
生
と
給

食
を
食
べ
、
伊
良
湖
岬
中
学
校
で
は
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

リ
ハ
ー
サ
ル
を
参
観
し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

昆
山
市
の
中
学
生
10
名
は
、５
つ
の
中
学
校
（
東
部
・

田
原
・
野
田
・
伊
良
湖
岬
・
福
江
）
を
訪
問
し
、
生
徒

の
家
な
ど
に
３
日
間
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
ま
し
た
。
中
学

校
で
は
、教
室
で
田
原
市
の
子
と
一
緒
に
授
業
を
受
け
、

日
本
の
中
学
校
生
活
を
体
験
し
ま
し
た
。
昆
山
市
の
子

は
、
英
語
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
意
思
疎
通
を
図
っ
て
い

ま
し
た
。

　
交
流
を
終
え
て

◦
昆
山
市
の
先
生
の
感
想

　

田
原
市
は
、
と
に
か
く
き
れ
い
な
町
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
ど
こ
へ
行
っ
て
も
道
な
ど
に
ご
み
が
な
く
、
き
れ

い
で
す
。
空
が
青
く
、
空
気
が
と
て
も
お
い
し
か
っ
た

で
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
引
率　

陸リ
ク

琴キ
ン

華カ

先
生
）

◦
昆
山
市
の
中
学
生
の
感
想

　

田
原
市
の
中
学
生
は
、
と
て
も
真
剣
に
授
業
を
受
け

て
い
る
し
、
生
徒
が
先
生
を
尊
敬
し
て
い
る
と
感
じ
ま

し
た
。
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
昆
山
市
玉
峰
実
験
学
校　

朱
ジ
ュ
ー
ジ
ア
ン
チ
ェ
ン

家
成
）

◦
田
原
市
の
中
学
生
の
感
想

　

わ
が
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
来
た
朱ジ

ュ
ー
ジ
ア
ン
イ
ン

家

ち
ゃ
ん

と
初
対
面
の
と
き
、
彼
女
は
私
に
「D

ド
ゥ

o y

ユ

ー

ou s

ス
ピ
ー
ク

peak 
E

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

nglish?

」
と
聞
き
ま
し
た
。
私
は
、と
っ
さ
に
「N

ノ
ー

o.

」

と
し
か
言
え
ず
、
英
語
が
話
せ
な
い
自
分
が
と
て
も
小

さ
く
思
え
ま
し
た
。
で
も
、
一
緒
に
過
ご
す
う
ち
に
、

正
し
い
文
法
も
大
切
だ
け
ど
、
積
極
的
に
伝
え
よ
う
と

す
る
気
持
ち
が
大
切
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

 　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
野
田
中
学
校　

大
竹
琳
子
）　

　

中
国
語
は
話
せ
な
く
て
も
英
語
で
気
持
ち
を
伝
え
合

お
う
と
す
る
日
本
と
中
国
の
中
学
生
。
こ
れ
か
ら
も
交

流
を
深
め
て
い
き
た
い
で
す
。
な
お
来
年
度
は
、
田
原

市
の
中
学
生
が
昆
山
市
を
訪
問
す
る
予
定
で
す
。

昆
山
市
と
の
交
流

◦家庭科の授業を参観◦給食体験

◦全員で合唱した歓迎会

◦太平洋ロング
　ビーチ
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市
民
活
動
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応
援
す
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ペ
ー
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５
ペ
ー
ジ

  

広
報
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ポ
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カ
メ
ラ
リ
ポ
ー
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ペ
ー
ジ

地
域
の
話
題（
福
江
校
区
）　

 　
　
　
　
　
　

４
ペ
ー
ジ

●

渥
美
半
島
菊
花
大
会

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
の
河
合
で
す
。
10

月
28
日︵
金
︶
～
11
月
６
日
︵
日
︶
に
、
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

で
開
催
さ
れ
た
第
22
回
渥
美
半
島
菊
花
大
会
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

半
島
の
秋
を
鮮
や
か
に
彩
る

　

渥
美
半
島
の
秋
の
風
物
詩
と
し
て
知
ら
れ
る
電
照
菊
。
見
物
に

訪
れ
る
観
光
客
も
多
く
、
重
要
な
観
光
資
源
の
一
つ
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
地
域
の
特
産
で
あ
る
「
菊
」
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た

め
に
、
渥
美
半
島
菊
花
大
会
は
開
催
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

会
場
い
っ
ぱ
い
に
、
色
と
り
ど
り
の
菊
花
が
飾
ら
れ
る
こ
の

大
会
。
毎
年
テ
ー
マ
が
変
わ
る
舞
台
の
飾
り
付
け
も
、
見
ご
た

え
が
あ
り
ま
す
。“
大
菊
三
本
仕
立
て
”
は
、
同
じ
品
種
で
各
人

の
技
を
競
う
部
門
で
、
花
び
ら
が
厚
く
盛
り
上
が
っ
て
咲
く
黄

色
の
菊
と
し
て
は
人
気
抜
群
の
銘
花
だ
そ
う
で
す
。
鉢
の
中
の

三
輪
の
う
ち
前
二
輪
は
同
じ
高
さ
に
し
、
三
輪
を
同
じ
大
き
さ

で
同
時
に
咲
か
せ
、
茎
・
葉
を
含
め
た
全
体
が
調
和
を
保
つ
よ

う
に
育
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
競
技
花
は
、
よ
り
大
き
く
、
よ
り
花
型
の
良
い
花

を
競
う
菊
花
大
会
出
品
用
の
作
り
方
で
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。  

一
回
摘
芯
し
た
後
、
一
本
仕
立
と
し
て
肥
培
し
て
、
草
丈
1.5
ｍ

位
の
た
く
ま
し
い
茎
葉
に
、
養
分
を
た
っ
ぷ
り
貯
え
さ
せ
て
開

花
さ
せ
て
い
ま
す
。 

私
は
、
菊
花
大
会
の
約
半
月
前
に
、
ハ
ウ

ス
で
栽
培
さ
れ
て
る
様
子
を
見
に
行
っ
た
の
で
す
が
、  

つ
ぼ
み

か
ら
同
じ
大
き
さ
に
花
を
咲
か
す
の
が
難
し
く
、
高
度
な
技
術

が
必
要
な
の
だ
そ
う
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
千
輪
花
や
盆
栽
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
作
品
や
地
域
の
小
学
生
、
園

児
の
作
品
展
示
も
あ
り
ま
し
た
。

開
催
期
間
中
は
、
生
け
花
の
展

示
や
お
茶
会
、
押
花
体
験
や
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
体
験
教
室
も

行
わ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

▲受賞の報告をした役員の皆さんと田原市長。スプレーマム
　とは、小輪ギクをつぼみを摘まないで多花性に育てたもの。

　

私
た
ち
渥
美
ス
プ
レ
ー
マ
ム
出
荷
連
合

は
、
11
月
１
日
（
火
）、
２
日
（
水
）
に
サ

ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら
な
ど
で
開
催
さ
れ
た

全
国
ス
プ
レ
ー
マ
ム
愛
知
大
会
に
、
ス
プ

レ
ー
マ
ム
を
出
品
し
ま
し
た
。
大
会
で
は
、

全
国
の
ス
プ
レ
ー
マ
ム
生
産
者
の
方
な
ど

と
、
情
報
交
換
や
意
見
交
換
を
通
し
て
交

流
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
、
同
時
開
催
さ

れ
た
品
評
会
で
は
、
田
原
市
長
賞
な
ど
を

受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
よ
い
キ
ク
作
り
に

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
渥
美
ス
プ
レ
ー
マ
ム
出
荷
連
合

全
国
ス
プ
レ
ー
マ
ム
愛
知
大
会

投
稿

◦大菊三本仕立て三鉢組の部

◦福助仕立て◦舞台の飾りつけ

◦懸
けんがい

崖
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●しみんの広場

地域
発!

福
江
校
区
で
は
、
福
江
校
区
ま
ち
づ

く
り
推
進
計
画
の
主
要
施
策
の
一

つ
に
「
地
元
の
歴
史
・
文
化
の
保
全
及
び

継
承
」
を
掲
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、「
福
江
校

区
歴
史
探
検
隊
」
と
「
保
美
貝
塚
講
演
会
」

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

親
子
で
〝
歴
史
探
検
隊
〞

　

保
美
貝
塚
や
杜
国
屋
敷
跡
な
ど
の
遺

跡
・
旧
跡
が
多
く
残
る
本
校
区
は
、
渥
美

半
島
の
海
上
交
通
で
栄
え
た
福
江
港
が
あ

る
な
ど
、
歴
史
文
化
に
恵
ま
れ
た
校
区
で

す
。
６
月
に
開
催
し
た
「
福
江
校
区
歴
史

探
検
隊
」
に
は
、
34
名
の
親
子
が
参
加
し

ま
し
た
。
田
原
市
博
物
館
の
学
芸
員
と
一

緒
に
、
校
区
の
史
跡
・
旧
跡
を
探
検
し
た

後
は
、
講
演
会
や
歴
史
ク
イ
ズ
で
校
区
の

歴
史
を
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。
大
人
も
子

地
域
の
話
題

福
江
校
区

学
ぼ
う
！
地
域
の〝
歴
史
〞

▲市民館まつりの展示。保美貝塚からの出土品に見入る子どもたち

地
域
の
歴
史
を
学
び
、

ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

福
江
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
か
ら
お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

ど
も
も
、
学
芸
員
の
説
明
に
熱
心
に
耳
を

傾
け
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

地
域
の
誇
り
「
保
美
貝
塚
」

　

10
月
の
福
江
市
民
館
ま
つ
り
に
併
せ

て
、「
保
美
貝
塚
講
演
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
講
演
会
で
は
、
保
美
貝
塚
の
発
掘

に
携
わ
っ
た
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
山

田
康
弘
准
教
授
に
、
発
掘
の
成
果
を
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。
保
美
貝
塚
は
、
縄
文

時
代
晩
期
の
遺
跡
で
、
貝
塚
か
ら
は
骨
を

四
角
く
組
ん
だ
「
盤ば

ん
じ
ょ
う
し
ゅ
う
こ
つ

状
集
骨
」
を
は
じ
め
、

複
数
の
埋
葬
法
が
同
じ
区
画
で
見
つ
か
っ

て
い
ま
す
。
会
場
内
に
は
、
保
美
貝
塚
で

見
つ
か
っ
た
骨
な
ど
も
展
示
さ
れ
、
子
ど

も
た
ち
が
興
味
深
そ
う
に
見
入
っ
て
い
ま

し
た
。
校
区
と
し
て
は
、
今
後
は
活
用
だ

け
で
な
く
、
大
切
に
守
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

▲芭蕉師弟三吟の句碑の説明を聞く歴史探検隊（潮音寺・福江町）

▲保美貝塚講演会で講師の話を熱心に聞く
　参加者たち

校
区
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
決
定

　

福
江
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
で

は
、
校
区
内
で
募
集
し
た
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
と
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
か
ら
採

用
作
品
を
決
定
し
、
福
江
市
民
館
ま
つ

り
で
お
披
露
目
を
し
ま
し
た
。

◉
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

　「
笑
顔
で
元
気
な
ま
ち  

福
江
」
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▲キャッチフレーズとシンボ
ルマークともに採用された
白神和彦さん（保美町）の
作品。笑顔と福江のＦがデ
ザイン化されています。



●しみんの広場

1 ＮＰＯや市民活動に関する相談を受け付けています。（毎週㊋・㊎・圡 14:00～19:00 田原文化会館フリースペース）
2 このページおよび市民活動支援センターホームページに掲載する市民活動情報を募集しています。
◉お問い合わせ： ☎22局 1111（内線812）※開設時間のみ　 23局0180　 shiminkatsudo@city.tahara.aichi.jp

http://www.city.tahara.aichi.jp/kyoudou/田原市民活動支援センター

市民活動を応援するページ
“しみんのひろば”開催に向けて市民による 市民のための

第５回しみんのひろば 来年２月２６日㊐開催！

渥美半島の３町が一つになったことを機に、それぞれの地域で活動してい
た市民・ボランティア・ＮＰＯが、交流や連携、行政と協働することな

どを目的に、新しく誕生した行事が「しみんのひろば」です。
　旧３町には、それぞれ長い歴史があり、市民活動の広がりや経験も異なっ
ていました。しかし、住む町に違いはあっても、「人とのつながり」や「地域
活動」の必要性は同じです。「合併を機に新しい何かが得られるかもしれない」
という期待が、私たちの間でふくらみました。
　市からの呼びかけで、市内の多くの市民活動団体が集まり、平成 20 年１月

に「第１回しみんのひろば」が開催できました。その後、市民が主体となり、試行錯誤を重ねながら、これまで
４回の「しみんのひろば」を運営してきました。
　今日、社会ニーズは多様化し、行政頼みだけの課題解決は困難で
す。まちづくりを進める上で、市民の“力”が必要となります。市
民活動は、地域課題を解決できるツールでもあると考えています。
今年度の「しみんのひろば」は、市民による市民のための行事にす
るため、運営委員一同、精一杯がんばります！
◦第５回しみんのひろば
日時：平成24年2月26日㊐　10：00 ～ 15：00
会場：田原文化会館多目的ホールほか
お問い合わせ：しみんのひろば運営委員会　　090-8336-7345（代表：伊藤）

◦Ｈ23年度市民提案型委託制度（テーマ提示型）

協働
ニュース

どすごい交流会
　　　　「どすごい交流会」は、東三河５市で活躍している市民活動団体の皆さんが、
交流や情報交換を深めるために集まる場として、平成１９年度から毎年開催されてい
ます。団体だけでなく、ボランティアや市民活動に興味・関心のある個人の方も、一
緒に参加して楽しむことができるイベントです。
　今年度は、第５７回青少年読書感想文全国コンクールの課題図書『ホスピタルクラ
ウン・Ｋちゃんが行く』の、“クラウンＫ”こと大棟耕介さんの講演会と、クラウン（道
化師）を交えての交流会が行われます。ぜひ、ご参加ください。

　　　　　　　１２月１８日㊐　１３：３０～１６：００
　　　　　　　豊橋市男女共同参画センター「パルモ」（ライフポートとよはし２階）
　　　　　　　講演会・交流会・クイズ大会
　　　　　　　参加を希望される団体（方）は１２月１２日⺼までに電話またはＥメールにて
　　　　　　　定員１００名／参加無料　※申込多数の場合は抽選
　　　　　　　市民協働課☎２３局３５０４　　kyoudou@city.tahara.aichi.jp

日　時

会　場

内　容

参加方法

申込先

詳しくはホームページで　　http://genki365.net/gnkh02/pub/index.php

▲クラウンＫ

しみんのひろば運営委員
委員長　　伊藤伸浩［渥美半島の野池を守る会］
副委員長　清水直美［ヒッポファミリークラブ］
委員　　　小澤美穂子［NPO 法人たはら広場］
　　　　　加藤信雄［シデコブシ］
　　　　　黒田隆次［渥美太鼓「願成観音太鼓」］
　　　　　鈴木吉春［亀の子隊］
　　　　　千代谷聡［MAZE-DANCE factory］
　　　　　永田みよ江［女性会議ウイット］

▲第４回しみんのひろばの様子

│ 5 │　　　　　　　　　　平成 23年11月15日
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学校生活の
一コマを紹介

　　 六連小学校 「保育園児との交流」
　　保育園児を生き物ランドにご招待！
　　
　６月に、２年生が生活科の授業で「生き物ランド」を開き
ました。「生き物ランド」では１年生と保育園児の前で、２
年生が自分たちで集めた生き物の紹介をします。この日に
向け、生き物集めや世話にも真剣に取り組み、今まで生き
物が苦手だった子も、一生懸命に観察や世話をしました。
また、小さな子に良くわかってもらうためには、どんな発
表がいいのかも話し合いました。
　当日は、たくさんの来場者の前で、２年生が生き物につ
いて見つけた秘密などを生き生きと紹介しました。紹介し
た子も聞いていた子も、みんなとても楽しそうでした。最
後に、１年生や保育園児にお礼の言葉や感想を言ってもら
い、２年生はとても満足そうでした。
　このほかにも、六連小学校では保育園児と５年生が一緒
に稲作体験をしたり、運動会に縦割り班で競争遊戯をした
りして保育園との連携を深めています。　

　　若戸小学校 「自然学習」
　　小山の森はぼくらの宝！

　若戸小学校では、学校の裏にある小
こ や ま

山の自然
を学習に生かしています。生活科・総合的な学習
の時間などに植物や樹木、昆虫などと関わる体
験をとおして、地域の豊かな自然を大切にした
学習を進めています。
　７月に、小山の狭い歩道や老朽化した柵を、

「魅力ある学校づくりプロジェクト事業」の一
環として整備しました。新しく擬木の柵ができ
た道を通って、子どもたちはウサギ小屋へ行っ

たり、果樹園でクリやミカンを収穫したりして
います。今まで以上に小山へ足を運ぶようにな
り、一層愛着がわきました。
　小山は、四季を通して学習の場の宝庫です。
また、展望台からの見晴らしは最高で、太平洋
が一望でき、電照菊で有名な温室群を見ること
もできます。小山をさらに活用し、子どもたち
が自然と親しみ、体力づくりなども行っていき
たいと考えています。

　今回は小学校で、保育園児との交流や、学校の裏にある小山
を生かした学習活動をすすめる様子をご紹介します。

●学校教育課２３局３６７９

◦オタマジャクシからカエルになるまでを紹介するよ

◦トンボになるまでのヒミツが分かったかな？

◦完成した小山の柵の前に全員集合！

平成 23年 11月15日   　  　　　　　　　　│ 6 │



10

たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

　

田
原
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
な
ど
の
主
催
に
よ

る
交
通
安
全
高
齢
者
自
転
車
大
会
が
サ
ン
テ
パ
ル

ク
た
は
ら
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。参
加
し
た
校
区

別
の
11
チ
ー
ム
44
名
は
、交
通
ル
ー
ル
を
再
確
認

し
た
う
え
で
自
転
車
の
安
全
走
行
技
術
な
ど
を
競

い
、童
浦
校
区
チ
ー
ム
が
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

▲ハンドル操作技術を競うチェックポイントに挑む選手

技
術
を
身
に
つ
け

安
全
に
乗
ろ
う
！

10
月
18
日［
火
］

　

親
子
釣
り
教
室
が
福
江
港（
古
田
町
）で
開
催
さ

れ
、親
子
な
ど
18
組
43
名
が
参
加
し
ま
し
た
。身
近

に
あ
る
自
然
の
中
で
、親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
持
っ

て
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
た
こ
の
行
事
。参
加
し
た

親
子
は
、釣
り
糸
を
垂
ら
し
な
が
ら
、普
段
に
も
増

し
て
会
話
が
弾
ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
。

じ
っ
と
待
つ
の
も

釣
り
の
醍だ
い
ご
み

醐
味

10
月
16
日［
日
］

▲釣りを楽しむ子どもたち。ハゼなどたくさんの魚を釣り上げました

　

キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
渥
美
運
動
公
園

屋
内
競
技
場
で
開
催
さ
れ
、20
チ
ー
ム
約
１
０
０
名
が

参
加
し
ま
し
た
。相
手
チ
ー
ム
が
手
で
打
っ
た
直
径
約

１・２ｍ
の
ボ
ー
ル
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
し
、得
点
を

競
う
こ
の
ニュー
ス
ポ
ー
ツ
。試
合
で
は
白
熱
し
た
展
開

が
続
き
、コ
ー
ト
か
ら
歓
声
が
あ
が
って
い
ま
し
た
。

▲だれでも気軽にできるニュースポーツ。市では出前講座を開いていますので、
　お気軽にお問い合わせください　▶生涯学習課☎２３局３５３１

体
を
動
か
す
っ
て

と
て
も
楽
し
い
！

10
月
29
日［
土
］
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◉
田
原
市
の
節
電
実
績
（
７
～
９
月
）

　

田
原
市
で
は
、「
た
は
ら
節
電
大
作
戦
」

と
し
て
、
７
月
か
ら
９
月
の
電
気
使
用
量

の
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
。
市
役
所
本
庁
舎
で
は
、
消
費
電
力
総

量
に
つ
い
て
も
前
年
度
比
15
％
の
削
減
を

目
指
し
、
節
電
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

市
役
所
本
庁
舎
・
赤
羽
根
市
民
セ
ン

タ
ー
・
渥
美
支
所
・
小
中
学
校
で
の
３
か

月
間
の
節
電
実
績
を
報
告
し
ま
す
。

　

◉
た
は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
登
録
者
数

個
人
１
６
３
２
人・事
業
所
74
か
所︵
10
月
末
現
在
︶

▼
田
原
市
節
電
対
策
本
部
事
務
局（
エ
コ
エ

ネ
推
進
室
）

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
１
８
０

ご
み
と
し
て
出
さ
れ
る
も
の
の
中
に

は
、分
け
れ
ば
ま
だ
資
源
と
な
る
も

の
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。今
回

は
、資
源
と
な
る
も
の
、な
ら
な
い
も

の
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

❖﹁
も
や
せ
る
ご
み
﹂
に
多
く
含
ま
れ

て
い
ま
す

◦
紙
製
の
菓
子
箱
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
箱
な

ど

　

紙
以
外
の
も
の
を
取
り
除
き
、
開
い
て

雑
誌
と
一
緒
に
縛
っ
て
出
せ
ま
す
。

◦
プ
リ
ン
ト
・
テ
ス
ト
・
ダ
イ
レ
ク
ト
メ

ー
ル
の
チ
ラ
シ
な
ど
の
紙
類

　

ク
リ
ッ
プ
な
ど
金
具
を
取
り
は
ず
し
、

雑
誌
と
一
緒
に
縛
っ
て
出
せ
ま
す
。

◦
洗
剤
・
シ
ャ
ン
プ
ー
な
ど
の
容
器

　

す
す
い
で
乾
か
し
て
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
容
器
類
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
❖﹁
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
類
﹂
に
多
く

含
ま
れ
て
い
ま
す

◦
洗
剤
の
計
量
ス
プ
ー
ン
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
品
、
プ
ラ
モ
デ
ル
の
部
品
枠
や
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
お
も
ち
ゃ

　

大
き
な
お
も
ち
ゃ
や
、
大
型
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
は﹁
も
や
せ
な
い
ご
み
﹂で
。

あ
と
は
全
て
﹁
も
や
せ
る
ご
み
﹂
で
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
清
掃
管
理
課

☎
23
局
３
５
３
８　

23
局
０
１
８
０

67

ゴミゴミンと
リサイクルレンジャー

43

ご
み
の
分
け
方
・
出

し
方
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

で
確
認
し
、分
別
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

❖
資
源
に
な
り
ま
す
！

❖
資
源
に
な
り
ま
せ
ん
！

平成 23年 11月15日   　  　　　　　　　　│ 8 │

　

市
役
所
本
庁
舎
・
赤
羽
根
市
民
セ
ン

タ
ー
・
渥
美
支
所
・
小
中
学
校
全
校
と
も
平

成
22
年
度
と
比
較
し
て
、大
き
な
節
電
効

果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今
後
も
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
稼
働
基
数
の
制
限
や
照

明
の
一
部
消
灯
を
行
い
、節
電
の
取
り
組

み
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

施設 平成 23 年度 平成 22 年度 削減量 削減率

市役所本庁舎
（目標：前年度比15％削減） 322,320 410,808 88,488 △21.5％

赤羽根市民センター 35,723 49,739 14,016 △28.2％

渥美支所 116,225 153,347 37,122 △24.2％

小学校（20校） 385,040 438,800 53,760 △12.3％

中学校（７校） 253,983 288,012 34,029 △11.8％

■７～９月の節電実績（電気使用量） （kWh）
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「
避
難
勧
告
」と「
避
難
指
示
」と
は
？

けん
ちゃんこ

ん
に
ち
は
、“
け
ん
ち
ゃ
ん
”で

す
。
災
害
時
に
、
市
長
が
市
民

の
皆
さ
ん
に
「
避
難
勧
告
」
な
ど
を
発

令
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。「
自
ら
の

身
を
守
る
」
た
め
、
こ
れ
ら
の
意
味
を

理
解
し
て
適
切
な
行
動
を
と
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

1
避
難
準
備
情
報

　

事
態
の
推
移
に
よ
り
避
難
勧
告
や
避

難
指
示
の
発
令
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

避
難
の
準
備
を
呼
び
か
け
る
も
の
で
す
。

　

避
難
に
時
間
が
か
か
る
高
齢
者
や
障

が
い
者
な
ど
要
援
護
者
が
早
め
に
避
難

が
で
き
る
よ

う
、
ご
家
族

や
近
隣
の
方

な
ど
は
、
支

援
を
始
め
て

く
だ
さ
い
。

2
避
難
勧
告

　

安
全
の
た
め
、
居
住
者
に
早
め
の
避

難
を
勧
め
促
す
も
の
で
す
。（
避
難
を

強
制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※
９
月
の
台
風
15
号
で
は
、
暴
風
に
よ
る

被
害
が
心
配
さ
れ
た
た
め
、
田
原
市
内
全

域
に
避
難
勧
告
を
発
令
し
ま
し
た
。

3
避
難
指
示

　

危
険
が
目
前
に
迫
っ
て
い
ま
す
の

で
、す
み
や
か
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

（
強
制
ま
で
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。）

4
警
戒
区
域
の
設
定

　

危
険
な
地
域
を
「
警
戒
区
域
」
と
し

て
設
定
し
、
立
ち
入
り
を
制
限
・
禁
止

し
た
り
、退
去
を
命
令
し
た
り
し
ま
す
。

（
従
わ
な
か
っ
た
場
合
、
罰
則
規
定
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
の
半
径
20
㎞
圏
内
が

警
戒
区
域
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。）

◦
1
→
2
→
3
→
4
の
順
に
、
緊
急
性

や
強
制
力
が
高
く
な
り
ま
す
。

◦
「
避
難
命
令
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
法
律
に

は
定
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
田
原
市
に

お
い
て
も
「
避
難
命
令
」
を
用
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

◉田原市民まつりに出展しました
　10月23日（日）開催の「第9回田原市民まつり」に、田
原市の友好都市である長野県宮田村の物産展が出
展しました。オーナー制度でおなじみのりんごや甘い蜜
の入ったジャム、ジュースなどを販売し、開始1時間でり
んごが完売。その後も客足が絶えないほどの大盛況と
なりました。
　ステージでは、平
成18年度から参加
している「信州梅
が里宮田太鼓」の
総勢26名が、壮大な演奏を披露。宮田村の名物どん
ぶり『紫輝彩丼』をPRする「どんぶり戦隊どんぶりレ
ンジャー」や豆腐を使ったロールケーキ『天使のつむ

じ』をPRする「と
うふマン」も会場
を沸かせました。
　また、今年初めて「宮田吹奏楽同好会」も参加し、

「田原市吹奏楽団」と共演しました。
　宮田村から大勢の方がはるばるやってきた「田原

市民まつり」。
皆さんに、より
宮田村を身近
に感じてもらえ
たのではない
でしょうか。
▶政策推進課
☎ 23 局 3507

友好都市・長野県宮
み や だ

田村が田原市民まつりに続々登場！
りんごの木オーナー制度や物産展の相互出展など、交流が続いている宮田村につ
いて、ご紹介します。

■国内外との交流・多文化共生

▲宮田村の特産品が並んだ物産展テント

▲信州梅が里宮田太鼓の皆さん

▲とうふマン（前列左）とどんぶりレンジャー
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▼
募
集
人
員
＝
10
名

▼
対
象
＝
お
お
む
ね

60
歳
ま
で
の
健
康
な

方　

▼
採
用
期
間
＝
平
成
24
年
１
月
５
日

（
木
）
〜
２
月
５
日
（
日
）　

▼
勤
務
内
容

＝
田
原
市
博
物
館
の
展
示
室
監
視　

▼
勤

務
形
態
＝
週
３
日
程
度
（
土
・
日
曜
日
勤

務
あ
り
）
／
午
前
９
時
〜
午
後
１
時
と
午

後
1
時
〜
５
時
の
交
代
勤
務　

▼
賃
金
＝

時
給
８
３
０
円　

▼
選
考
方
法
＝
面
接

（
詳
細
は
後
日
通
知
）
／
応
募
者
多
数
の

場
合
は
書
類
選
考
あ
り　

▼
申
し
込
み
＝

12
月
10
日
（
土
）
ま
で
に
田
原
市
博
物
館

に
あ
る
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
提
出

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22
局
１
７
２
０　

23
局
３
７
７
０

　
「
く
ら
し
と
電
気
と
温
暖
化
」
を
テ
ー

マ
に
、
家
庭
に
お
け
る
省
エ
ネ
の
大
切
さ

な
ど
を
学
び
ま
す
。
実
験
を
通
じ
て
、
楽

し
み
な
が
ら
エ
コ
ラ
イ
フ
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
！

▼
対
象
＝
小
学
校
４
〜
６
年
生
と
保
護
者

▼
日
時
・
場
所
＝
12
月
23
日
（
金
・
祝
）

午
前
10
時
〜
正
午
・
渥
美
文
化
会
館
／
午

後
２
〜
４
時
・
田
原
文
化
会
館　

▼
定
員

＝
各
30
名
（
先
着
順
）　

▼
参
加
料
＝
無
料

▼
申
し
込
み
＝
12
月
12
日
（
月
）
ま
で
に

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場

合
は
、
住
所
、
氏
名
、
学
年
、
電
話
番
号

を
明
記
）

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
室

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
１
８
０

　

第
２
回
は
、
小
型
搾
油
機
に
よ
る
菜
種

の
搾
油
体
験
と
、
廃
食
用
油
を
利
用
し
た

エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
に
ぴ
っ
た
り
の
環

境
に
や
さ
し
い
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
＝
小
学
生
〜
一
般
（
小
学
生
は
保

護
者
同
伴
）　

▼
日
時
＝
12
月
18
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分　

▼
場
所
＝
田
原

文
化
会
館　

▼
定
員
＝
30
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、

住
所
、氏
名
、生
年
月
日
、電
話
番
号
を
明
記
）

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
室

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
１
８
０

　

児
童
・
生
徒
を
対
象
に
、
年
間
を
通
し

て
文
化
体
験
教
室
を
実
施
し
て
い
た
だ
け

る
講
師
の
方
を
募
集
し
ま
す
。

▼
開
催
期
間
＝
平
成
24
年
４
月
〜
平
成
25

年
３
月　

▼
開
催
回
数
＝
原
則
と
し
て
月

１
回
以
上
、
年
12
回
以
上　

▼
謝
礼
＝

３
０
０
０
円
／
１
か
月
（
会
場
の
都
合
な

ど
で
１
か
月
の
間
に
２
か
月
分
を
実
施
し

た
場
合
は
２
か
月
分
を
支
払
い
ま
す
）

▼
開
催
教
室
予
定
数
＝
25
教
室　

※
教
室

開
催
希
望
者
（
グ
ル
ー
プ
・
団
体
）
が
多

数
の
場
合
は
多
種
目
と
な
る
よ
う
選
定
。

な
お
、
受
講
生
が
10
名
以
下
の
場
合
は
開

催
し
ま
せ
ん
。　

▼
そ
の
他
＝
会
場
に
つ

い
て
は
市
民
館
、
文
化
会
館
な
ど
の
公
共

施
設
の
利
用
を
基
本
と
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
＝
生
涯
学
習
課
に
あ
る
所
定

の
開
催
希
望
調
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
12
月
15
日
（
木
）
ま
で
に
直
接
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

▼
生
涯
学
習
課　

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

section/kyoiku/index.htm
l

　

年
末
年
始
の
懇
親

会
に
向
け
て
、
人
前

で
気
軽
に
で
き
る
一

芸
を
身
に
付
け
て
み

ま
せ
ん
か
？

▼
対
象
＝
一
般
（
ど
な
た
で
も
）　

▼
日

時
＝
12
月
13
日
（
火
）
午
後
７
時
30
分
〜

９
時
30
分　

▼
会
場
＝
田
原
文
化
会
館
音

楽
練
習
室　

▼
講
師
＝
か
ず
ま
ろ
さ
ん

（
大
道
芸
人
）　

▼
定
員
＝
20
名
（
申
込
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
）　

▼
受
講
料
＝
無

料　

▼
申
し
込
み
＝
12
月
５
日
（
月
）
ま

で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
に

て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

田
原
市
臨
時
職
員

（
田
原
市
博
物
館
企
画
展
監
視
員
）

冬
休
み
エ
コ
キ
ッ
ズ
学
習
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者

田
原
菜
の
花
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
体
験

「
菜
種
の
搾
油
体
験
と
エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り
」

平
成
24
年
度

「
児
童
生
徒
文
化
体
験
教
室
」
講
師

市
民
大
学
特
別
講
座 

受
講
者

「
気
軽
に
で
き
る
一
芸
レ
ッ
ス
ン
」
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▼
種
類
＝
甲
種
・
乙
種
全
類
・
丙
種　

▼
対
象
＝
一
般　

▼
日
時
＝
平
成
24
年
１

月
22
日
（
日
）　

▼
場
所
＝
名
古
屋
市
内

▼
申
し
込
み
＝
①
11
月
21
日
（
月
）
以
降

に
市
役
所
消
防
課
ま
た
は
消
防
署
・
各
分

署
で
配
布
さ
れ
る
受
験
願
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
12
月
６
日（
火
）〜
12
月

15
日（
木
）
の
期
間
に
郵
送　

②
12
月
３

日
（
土
）
午
前
９
時
〜
12
月
12
日（
月
）午

後
５
時
の
期
間
に
財
団
法
人
消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
電
子
申

請　

▼
そ
の
他
＝
テ
キ
ス
ト
お
よ
び
事
前

講
習
会
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◦
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.shoubo-shiken.or.jp/

▼
消
防
課　

☎
23
局
４
０
７
４　

23
局
０
１
８
０

　
訪
問
販
売
・
契
約
ト
ラ
ブ
ル
、
悪
質

商
法
、
多
重
債
務
問
題
で
お
悩
み
の
方
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
員

が
相
談
に
応
じ
、
法
律
の
専
門
家
で
あ

る
弁
護
士
、
司
法
書
士
へ
の
相
談
の
仕

方
な
ど
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
一
人
で

悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
毎
週
金
曜
日　

午
前
10
時
〜

正
午　

▼
場
所
＝
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
相
談
室
）、
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
（
相

談
室
）　

▼
相
談
料
＝
無
料

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
２
２　

22
局
３
８
１
７

　

年
末
年
始
を
迎
え
る
こ
の
時
期
は
、
最

も
交
通
事
故
が
多
発
す
る
時
期
で
す
。
飲

酒
運
転
は
絶
対
に
や
め
、
思
い
や
り
あ
る

運
転
で
交
通
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

▼
市
民
協
働
課

☎
23
局
３
５
０
４　

23
局
０
１
８
０

　

地
域
の
皆
さ
ん
と
防
犯
協
会
や
警
察
、

市
が
協
力
し
合
い
、
身
の
回
り
に
危
険
を

及
ぼ
す
犯
罪
を
未
然

に
防
ぐ
活
動
を
行
い

ま
す
。
地
域
ぐ
る
み

で
防
犯
活
動
に
取
り

組
み
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

▼
市
民
協
働
課

☎
23
局
３
５
０
４　

23
局
０
１
８
０

　

人
権
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
生
命

や
自
由
・
平
等
を
保
障
し
、
日
常
生
活
を

支
え
て
い
る
大
切
な
権
利
で
す
。

　

日
常
生
活
を
振

り
返
っ
て
、「
他

人
の
権
利
を
侵
し

て
い
る
こ
と
は
な

い
だ
ろ
う
か
」「
自

分
の
人
権
が
侵
さ
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う

か
」
な
ど
、
身
近
な
こ
と
か
ら
人
権
を
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

日
ご
ろ
の
生
活
の
中
で
「
人
権
問
題
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
感
じ
た
方
や
「
法

律
上
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
」
な
ど
お
困

り
の
方
は
、
お
近
く
の
人
権
擁
護
委
員
ま

た
は
法
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
名
古
屋
法
務
局
豊
橋
支
局

☎（
０
５
３
２
）54
局
９
２
７
８

　
（
０
５
３
２
）54
局
９
２
８
０

年
末
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運
動

12
月
１
日
木
～
２０
日
火

人
権
週
間

12
月
４
日
日
～
10
日
土

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

12
月
１
日
木
～
10
日
土

消
費
生
活
相
談
室
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

◉
重
点
項
目

◦
ひ
っ
た
く
り
等
街
頭
で
発
生
す
る
犯
罪

の
防
止

◦
住
宅
・
店
舗
等
を
対
象
と
し
た
侵
入
犯

罪
の
防
止

◦
自
動
車
関
連
窃
盗
の
防
止

◦
子
ど
も
と
女
性
が
被
害
者
と
な
り
や
す

い
犯
罪
の
防
止

◉
年
間
取
組
事
項

◦
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
防
止

◉
運
動
重
点

◦
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う

◦
子
ど
も
と
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら

守
ろ
う

◦
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転

車
乗
車
中
の
交
通
事
故
を
な
く
そ
う

◦
す
べ
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用

し
よ
う

第
６
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

▪「少年物語　渡辺崋山」感想文表彰
　市内の小学校６年生に㈶崋山会から「少年
渡辺崋山」が贈られ、その感想文が募集され
ました。44 点の応募があり、優秀賞に決まっ
た５名が、田原市民まつりの中で表彰されま
した。

【優秀賞】天野史菜さん ( 福江小 )、森下風香さ
ん ( 中山小 )、山本健人くん ( 亀山小 )、堀うら
らさん ( 高松小 )、井上歩美さん ( 田原中部小 )
※この感想文の募集は来年度以降も実施され
ます。

▼㈶崋山会事務局☎22局1700
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赤
羽
根
環
境
セ
ン
タ
ー
の
裏
山
、
西
山

に
は
、「
光
岩
」
と
呼
ば
れ
る
市
の
天
然

記
念
物
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
渥
美
半
島

の
岩
の
大
部
分
を
占
め
る
チ
ャ
ー
ト
と
呼

ば
れ
る
岩
石
で
、
一
億
数
千
年
前
に
で
き

た
も
の
で
す
。
こ
の
岩
石
が
断
層
運
動
に

よ
っ
て
ず
れ
、
表
面
が
つ
る
つ
る
に
な
っ

た
の
が
「
光
岩
」
の
正
体
で
す
。
チ
ャ
ー

ト
は
、
縄
文
時
代
の
石
器
の
材
料
や
火
打

石
に
も
使
わ
れ
る
ほ
ど
と
て
も
硬
い
岩
石

で
す
。
こ
の
岩
石
が
ず
れ
て
そ
の
面
が
鏡

の
よ
う
に
光
る
こ
と
か
ら
、
か
な
り
大
き

な
地
殻
変
動
が
起
こ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
中
央
構
造
線
の
断
層
運
動
の
影
響

に
よ
っ
て
で
き
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
大

き
さ
は
横
22
ｍ
、
高
さ
９
ｍ
も
あ
り
、
全

国
屈
指
の
大
き
な
も
の
で
す
。

　

こ
の
説
明
を
聞
い
た
だ
け
で
は「
光
岩
」

と
い
う
名
前
は
大
げ
さ
だ
と
思
う
で
し
ょ

う
。
し
か
し
こ
の
岩
の
前
に
立
て
ば
「
本

当
に
光
っ
て
い
る
」と
驚
く
と
思
い
ま
す
。

ま
た
別
名
「
鏡か

が
み
は
だ肌

の
岩
」
と
も
言
う
よ
う

に
、
銅
鏡
の
よ
う
な
鈍
い
輝
き
を
持
っ
て

い
ま
す
。

　
「
光
岩
」「
鏡
岩
」
と
呼
ば
れ
る
岩
は
全

国
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
鏡
を
思
わ
す
輝
き

の
神
秘
性
か
ら
、
信
仰
の
対
象
、
名
所
と

し
て
親
し
ま
れ
、
言
い
伝
え
が
あ
る
場
合

が
多
い
の
で
す
。
こ
の｢

光
岩｣

も
き
っ

と
過
去
の
文
献
に
記
さ
れ
て
い
る
は
ず
だ

と
考
え
、「
た
は
ら
記
」「
村
奉
行
手
控
」

と
呼
ば
れ
る
江
戸
時
代
の
歴
史
書
を
見
て

み
ま
し
た
。
す
る
と
、「
若
見
村
・
・（
鏡

岩　

仏
山
に
在　

大
サ
三
尺
四
尺　

昔
ハ

人
ノ
姿
見
ヘ
申
候
）、
野
田
村
・
・（
鏡
石

大
明
神
山
下
ニ
有
之
）、
大
久
保
村
・・（
光

リ
岩　

富
士
尾
山
ニ
ア
リ
大
サ
三
尺
ニ
四

尺
程
（
古
此
ノ
石
ノ
近
ク
ヨ
リ
金
出
、
夫

よ
り
光
り
石
ト
申
候
）」
と
の
記
録
を
見

つ
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
、残
念
な
が
ら「
光

岩
」
の
記
録
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

不
思
議
な
こ
と
に
、
ど
の
岩
も
三
尺
（
約

１
ｍ
）
程
度
の
大
き
さ
で
、「
光
岩
」
の

10
分
の
１
に
も
満
た
な
い
も
の
で
し
た
。

　

そ
れ
で
も
、「
光
岩
」
に
は
わ
ず
か
で

す
が
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

「
彼
岸
の
と
き
に
だ
け
光
る
不
思
議
な
岩
」

「
こ
の
岩
は
狐
が
恋
人
に
会
う
と
き
に
化

粧
鏡
と
し
て
使
っ
て
い
る
」「
狐
が
尻
尾

で
表
面
を
擦
っ
た
か
ら
よ
く
光
る
」
と
い

う
話
で
す
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
「
光
岩
」

は
あ
ま
り
に
も
大
き
す
ぎ
た
た
め
、
神

　
「
光ひ

か
り
い
わ岩
」
の
こ
と

秘
性
を
越
え
、

か
え
っ
て
恐

が
ら
れ
た
の

で
は
と
疑
っ

て
し
ま
い
ま

す
。
そ
の
大

き
さ
は
、
地

球
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
す
さ

ま
じ
さ
を
見

せ
つ
け
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

私
た
ち
が
想
像
も
で
き
な
い
、
は
る
か

昔
の
自
然
現
象
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
「
光

岩
」。
現
在
、
そ
の
場
所
に
立
っ
た
と
き
、

そ
の
神
秘
に
酔
い
し
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
を
想
像
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
増
山
）

【
表
紙
の
写
真
】恋
路
ヶ
浜
の
朝
焼
け

▼
恋
路
ヶ
浜
か
ら
日
出
の
石

門
を
望
む
。沖
の
石
門
の
近

く
か
ら
朝
日
が
昇
る
の
は
10

月
と
２
月
。年
に
２
度
し
か
な
い
そ
の

光
景
を
カ
メ
ラ
に
収
め
よ
う
と
、１
週

間
通
い
つ
め
ま
し
た
。朝
早
く
起
き
る

の
が
苦
手
な
私
が
、日
の
出
前
に
車
を

走
ら
せ
海
へ
…
。波
の
音
を
聞
き
な
が

ら
朝
日
を
浴
び
て
始
ま
る
一
日
も
、

な
か
な
か
乙
な
も
の
で
し
た
。（
Ｏ
）
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◦今も鈍く輝く「光岩」

道の駅あかばねロコステーション

赤羽根文化会館

文化の森

赤羽根漁港

太平洋
ロング

ビーチ

若見

赤羽根港

向八反田 大荒古
高松一色

瑪瑙寺

中村

大石

厳王寺

田原市赤羽根
市民センター

光岩（鏡肌の岩）


